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  雑誌新建築（保育特集号 1-5,注 1-1）に掲載されている保育施設のうち、空間の断⾯計画にも⼗
分な検討がなされたと判断される断⾯図が掲載されている事例に着⽬する。その結果、保育特










表 1−1  新建築に掲載された保育施設のうち⼈物が表記された断⾯図が掲載された保育施設の割合 
 
注 1-1）新建築、保育特集号は 2011 年以降、毎年１号発⾏されている。 
 




 表 1-2 では、当該の保育施設の名称、所在地等の諸相を⽰す。都市部や郊外、地域に関係な
く断⾯計画が⾏われた保育施設が掲載されていることが分かった。 
 
  表 1-2  新建築に掲載された保育施設のうち断⾯図が掲載された保育施設⼀覧 
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 平⾯に関連する a.「保育 + 平⾯」、b.「保育 + ⾯積」と断⾯に関連する c.「保育 + 断
⾯」、d.「保育 + 三次元」、e.「保育 + ⾼さ」という５つにキーワードを検索する。 
 
その結果は平⾯をキーワードにした[a.87 件(CiNii)・60 件（建築学会）]、[b.127 件・32
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第２章 研究背景 （既往研究） 
 
2.1  研究背景（保育空間に関する既往研究） 
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に過ごした後、L と D の構成⽅式に対する印象とプライバシー意識、コミュニケー
ション意識に関するアンケートを⾏っている。 
 
結果： SF 型の L−D 間が SF で分けられていることとつながる印象 
   ・家中全体が⾒えることから家族の様⼦を分かりやすく安⼼を感じる。 
   ・家族の気配を感じ、開放感を感じる。 
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第３章  断⾯空間における⼦どもの⾏動 
 
3.1  研究⽬的 
 
3.2  調査概要  
 
3.3  断⾯空間における⼦どもの⾏動に関する諸相 
 
3.4  距離と⾓度に着⽬した三⾓形を⽤いた分析⽅法 
 



















































3.2.1  調査地概要 
 本研究における調査地として選んだ保育施設の概要を⽰す。 
 
















[⼀つの上層床と階段で構成される断⾯空間(⼩規模)]  ……保育施設 ＯＮ 
[⼀つの上層床と階段で構成される断⾯空間(中規模)]  ……保育施設 ＫＳ 
[複数の上層床で構成される断⾯空間(⼤規模)]        ……保育施設 ＴＹ 
















  図.3-2 調査対象保育施設の平⾯図と断⾯図 
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調査対象地 ON KS TY MU 
保育施設種別 保育園 幼稚園 幼稚園 保育園 
延床⾯積 1124.29 ㎡ 1400 ㎡ 1293.1m² 970 ㎡ 
保育室⾯積(＊
1) 
56.11 ㎡ 58.32 ㎡ 179.4 ㎡ 297.01 ㎡ 









保育室天井⾼ 2550 3400~3600 2490~4900 8000(最⾼) 
保育形態 ⾃由保育 ⾃由保育 ⾃由保育 ⾃由保育 





上層床構造 ⽊造 ⽊造 ⽊造 ⽊造 













②2014.3 2014.7 2014.6 
調査時間 9 時〜16 時 9 時〜16 時 9 時〜16 時 9 時〜16 時 
調査対象者 ５歳児 ４・５歳児 ５歳児 ５歳児 
対象⼈数 21 70(35×2) 90(30×3) 36 
＊1:上層床が⾯している空間の⾯積  
 





























































































































































































































・⾝体接触がある場合を【接触】 ………………………………………………… （写真 3-1） 
・発話があり相互的に会話が成⽴する⾏動を【会話】  ………………………… （写真 3-2） 
・発話はあるが⼀⽅的な声かけ⾏動を【呼ぶ】 ………………………………… （写真 3-3） 
・発話がなく⼿を振るなどする⾏動を【アピール】 …………………………… （写真 3-4） 
・低い位置から⾼い位置の他者や物を眺める⾏動を【⾒上げ】………………… （写真 3-5） 
・会話等の⾏動がともなわず、⾼い位置から低い位置にいる他者や物、 
空間全体を眺める⾏動を【⾒渡す】 …………………………………………… （写真 3-6） 














写真 3-1 「接触」⾏動 写真 3-4 「アピール」⾏動 
写真 3-2 「会話」⾏動 写真 3-5.「⾒上げ」⾏動 
























表 3-2  保育施設ごとの⾏動発⽣数 
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 保育施設 ON と KS では、階段型の空間は、複数の⾼さが存在し、さらには腰掛けやすい形
状であることでその場に滞在し、⾏動場⾯が多く観察された場所となっている。その⼀⽅で、




表 3-3 ⾏動と空間タイプの関係 
図.3-8 ⾏動の観察される場のタイプ分け 
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 1.）遊んでいる場所から, 他の⼦どもの様⼦を観察 




















































3-7)Piaget,J. & Inhelder,B.: La Representation de lʼEspace chez lʼEfant. Paris:presses Universitaires de France., 1948, 
F.J.Longdon&J.L.Lunzer(訳): THE CHILDʼS CONCEPTION OF SPACE. New York, W. W. Norton and Company, 
Inc., 1967 
 
3-8）⼦安増⽣：幼児期の他者理解の発達,京都⼤学学術出版会, pp.33−34, 1999 
 
3-9）望⽉俊男：俯瞰視点と他者視点を統合して対話的コミュニケーション能⼒を育成する学習環境の開発,基盤研究
(B)(⼀般), 2014〜2016, 課題番号: 26282060   
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ての⾏動における⼦どもの眼⾼の平均値は 2245mm となった（図.3-11）。 
	
				                    
 
 本調査で観察を⾏った空間の上層床は様々な⾼さで構成されており、その床⾼は平均して





 図.3-11  断⾯空間における⼦どもの眼⾼の分布 
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  次に、保育施設 MU では⾏動における⼦どもの眼⾼は他の施設に⽐べてやや⾼い位置に分布
している。これは、保育施設 MU が他の調査地と⽐べて⽴位での⾏動が多いことが要因である
と考えられる（図.3-12）。 





図.3-12  断⾯空間における⼦どもの眼⾼の分布（２） 
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図.3-14  空間による姿勢の変化に起因する視線の変化が起こる場⾯ 
図.3-13  各保育施設の断⾯空間における⼦どもの姿勢 
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上の平⾯図を表す断⾯図への表記           断⾯的に捉えることで⾒える違い 
図.3-16 平⾯と断⾯で捉えることで⾒える⾏動 
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図.3-17  断⾯的な⾏動の領域化 
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距離が 1500mm を超える事例は観察されなかった。 
 
















図 3-18  ⾏動ごとの三⾓形の領域 
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表 3-5 ⾏動ごとの視距離と⾓度 
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 表 3-6  ⾏動ごとの⽔平距離と垂直距離 
 61 
 次に、⼆者間の距離を構成する⽔平距離と垂直距離および⾓度[θ]の関係を D/H 図に表記す
る(図.3-19)。視線の⾼さを合わせる⾏動（θ=0°）を除いた場合、⾏動の⾓度は θ=10°〜80°
の範囲で観察された。この V/H 図を平⾯・断⾯⽅向にそれぞれ 500mm ごとに分けた範囲を設
ける。この範囲の中では V=H=500〜1000mm の範囲が事例の最も多く観察され範囲となった、













図.3-19 ⽔平距離と垂直距離の関係から捉えた⾓度の分布 (俯瞰の状態) 
図.3-20    ⽣態学な視覚の特徴 
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図.3-21  箱ひげ図による⾓度の分布 
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⼸ひげ図では、⾏動の分布と⾏動が起こりやすい適正⾓度を⽰す（図.3-22）。 













図.3-23  ⼸ひげ図による⾓度の分布表記（俯瞰の状態） 
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図.3-24 ⽔平⽅向の視野の広がりと⾏動  
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4.1  他者との関わりに着⽬した⾏動の分析 
 
4.2  調査概要 
 



































































  4-1）リショップナビ,<https://rehome-navi.com/articles/230> 
 
  4-2）建築⽤語⼤辞典 suumo,<http://suumo.jp/yougo/s/skipfloor/> 
 
  4-3）旭化成ホームズ,<http://www.asahi-kasei.co.jp/hebel/lineup/step-box/index.html/> 
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学術講演梗概集, 建築計画 分冊, pp.227-228, 2015 
 




























 ⾏動観察では⺟⼦の組み合わせを変え、それぞれ 30 分間の観察を⾏なう。その時間内で、⺟






















図.4-2  ⼦どもの居場所が低い位置にある住宅の間取り 
からの⾒え（Type1） 
写真 4-3 キッチンから⾒た空間 写真 4-4 リビングから⾒た空間 
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4.2.1.1  予備実験の結果 
 
  予備実験の結果、Type1：⼦どもの居場所が⺟親の居場所より低く配置された住宅では、⼦ど
もが⺟親の近くに居た時間は 30 分の観察中 26 分間となり、Type2：⼦どもの居場所が⺟親の居
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表 4-1  被験者⼀覧 
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 この 11 組の被験者を１).⼩２児童と⺟親、２).５歳児と⺟親、の組み合わせとし、⼀組につき
30 分間の⾏動観察を実施した。観察時間は実験に参加する⼦どもの集中⼒が継続する時間を考
慮注 4-6）し、１箇所あたり 10 分×3 か所の合計 30 分間とした。この研究では⺟⼦の居⽅に注⽬
するため、本来⾒守る⽴場である⺟親との関係を捉えるため、きょうだいで居られる状況は考察
しない。しかし、⺟親ときょうだい２⼈の計３⼈でいる時間は実験空間や観察⽤のカメラに慣れ

















注 4-6）⼩学校低学年の⼦どもの集中⼒が持続する時間は 15 分程度である。 
 
注 4-7）（ ）内数字は図.2 中の番号に対応する。 
 
注 4-8）⺟親には 10 分間ごとの合図で空間を移動するように指⽰し、合図後にはなるべく速やかに移動してください。しかし、⽇常に
近い過ごし⽅を⺟親には意識してもらっていたため、⽚付けや⼦どもとの遊びや会話を無理に⽌める必要はないと伝えている。そ




































ちゃ（写真 4-6）と雑誌と塗り絵（写真 4-7）を⽤意し⼦どもの居場所となるようにした。 
写真 4-6 リビング空間に⽤意したおもちゃ  写真 4-7 リビング空間に⽤意した雑誌と塗り絵  
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１階 和室② （カメラ設置場所） 
和室からダイニング・キッチンを撮影 
（撮影範囲） 










   写真 4-8  カメラ設置場所と撮影範囲 
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(2101)⼦どもの年齢を⽰すしも⼆桁は 01 が⼩２児童、02 が５歳児を表している。 



















































































































が２種類に分けられた。これについては 4.3.1 節にて詳しく述べる。 
 ⺟⼦が異なる層にいた時間は、きょうだいの時間を平均した時間の時間差は最⼤で 947.5 秒





被験者番号 性別 学年 ⺟と異層にいた時間[秒] 差[秒] 平均 
2101＊1 男 ⼩２ 52 
204 154 
2102＊1 男 年⻑ 256 
2201 ⼥ ⼩２ 289 
42 268 
2202 ⼥ 年⻑ 247 
2301 男 ⼩２ 822 
152 746 
2302 ⼥ 年⻑ 670 
2401 男 ⼩２ 624 
36 642 
2402 男 年⻑ 660 
2501 男 ⼩２ 1201 
29 1215.5 
2502 ⼥ 年⻑ 1230 


















































写真 4-10  ⺟親に近づかず眺める様⼦ 
 

















第５章  断⾯空間における⼼理的側⾯（⼼理的分析） 
 
5.1  質問紙調査による⼼理的状態の把握 
 




























 [1].SF 住宅の中で好きな場所（場所の嗜好性）  
 [2].⺟親と離れていた時に⺟親が何をしていたか分かっていたか（⺟親の⾏動把握） 




 [5].SF 住宅に居住した場合の暮らし⽅を想像してください 
 [6].SF 住宅で過ごした際に感じた安⼼・不安な点 
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 表 5-1 ⼦どもが SF 住宅の中で好きな場所  
ZDLYF Q[ K]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 [3].⾃宅と SF 住宅とではどちらが⺟親を近くに感じたか（SF 住宅での⺟親との距離感） 
 
 [3].SF 住宅での⺟親との距離感に関して、⾃宅と SF 住宅ではどちが⺟親を近くに感じるこ
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図.5-3 ⺟親に向けたアンケートシート（２）  
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[⺟親への質問項⽬] 


























































 [6].SF 住宅で過ごした際に感じた安⼼・不安な点 
 ⺟親に向けた、SF 住宅で過ごした際に感じた安⼼・不安な点という質問では得られた回答の
うち７割の回答が安⼼するという回答であった。 











落・転倒をした、しそうになった経験数は 6 位と⾼く、加えて受診率は 14%と⾼い。」ことが⽰されている。
そのため危険性が⾼いとした。 
 
5-1）ヒヤリ・ハット調査「乳幼児の転落。転倒による危険」東京都⽣活⽂化局消費⽣活部 平成 26 年 10 ⽉ 
表 5-4  ⺟親がスキップフロア住宅で感じた安⼼・不安な点 
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注 5-2）⺟⼦それぞれの⽬の位置を基準とする際、⺟親は成⼈⼥性の平均⾝⻑ 1510mm を想定し、建築設計資料集成 5-
2）をもとに眼⾼は（⾝⻑）×12/13 = 1394mm(⽴位)とする。⼦どもは⼦どものからだ図鑑 5-3）をもとに５歳児の
平均⾝⻑ 1061mm、⼩２児童（８歳児）の平均⾝⻑は 1246mm と設定し、⽴位での眼⾼を 979mm、1150mm と






ン協議会 企画・監修, pp.34-37, 2013 
図.5-5  ⼦どもの居場所での⺟親の様⼦を捉える際の距離感の図⽰ 
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回数 時間[秒] 回数 時間[秒] 回数 時間[秒] 
2201 5 613 0 0 0 0 
2202 3 149 2 20 0 0 
2301 4 146 5 88 2 4 
2302 5 189 2 37 3 6 
2401 1 11 1 11 6 28 
2402 3 340 2 19 2 19 
2501 0 0 0 0 1 1 
2502 2 50 8 127 2 3 
2601 5 120 1 5 8 25 
全体平均 3.11 179.78 2.33 34.11 2.67 9.56 
⼩ 2 平均 3 178 1.4 20.8 3.4 11.6 










表 5-5  ⼦どもが⺟親を捉える頻度と時間 
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5.2.2  位置・姿勢による距離感の調整 
	

















図.5-6  ⼦どもの居場所からの視認範囲 
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図.5-7  ⺟親の居場所からの視認範囲 
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第６章  断⾯空間における⼦どもの視点からみた空間計画 
 
6.1  ⼦どもの⾏動様態からみた保育空間の断⾯計画に関する考察 
 
6.2  断⾯的な住空間での⺟⼦の居⽅（⾏動̶空間の双⽅からの考察） 
 































































































注 6-1）⼈間の視線⽅向は下⽅⽅向を向いており、⽴位では俯⾓ 10°、椅座位では俯⾓ 15°、平座位では俯⾓ 20°と
なる 6-1）。 
 
6-1) ⾼橋研究室編：かたちの知覚,Ⅱ-1 視野,3-眼球の両眼視野,8-視線の⽅向性,かたちのデータファイル, 彰国社, pp. 
20−21, 1984 



























































































































6.3.1.2  断⾯からみた保育空間の評価（KS） 
 


















6.3.1.4  断⾯からみた保育空間の評価（MU） 
 
























































第７章 総論                 
 
7.1  総論 
 
7.2  断⾯空間での⾏動の類型 
 
7.3  今後の展望 
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7.1  総論 
 































































































































 発達障害は、「発達障害者⽀援法(平成 16 年法律第 167 号)において、⾃閉症、アスペルガ
ー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意⽋陥多動性障害その他これに類する脳機能
の障害であって、その症状が通常低年齢において発現するものとされている。（発達障害者⽀
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